
省エネ・環境教育講師派遣事業実施報告書 

                                                  

 

 実施日 2022年 ８月２日（火） 10：00～11：10 

 実施メニュ－ メニュ-番号 ４15 名称  ごみのおはなしとぶんべつゲーム 

 対象箇所 小羽山学童保育クラブ  場所  小羽山学童保育教室（ふれあいセンター隣） 

 対象者 1年～6年生 人数 ３４名 

 学校側担当者 清水先生 他２名  

 実施者 

 （団体名及び氏名） 

講師 UNCCA 太田、支援者：UNCCA 松井  

立会者 環境政策課 高畑様、インターン 林様 

     

  実 施 内 容 

 

 （1）ゴミ分別ゲーム 機材準備作業  

 （2）ゴミ分別ゲーム実施         

 （3）ゴミ分別ゲ－ム採点 

 （4）機材後片付け・運搬  

 【講座実施状況】 

① 以下の要領で環境（ごみ分別）教育、

続いてごみ分別ゲ－ムを実施した。 

② パワ－ポイント資料や動画により、ゴミ

処理と地球温暖化の関係や、温暖化が起れ

ば私たちの地球がどうなるのかを説明すると

共に、宇部市のごみ処理方式及び分別方法の概要を説明し、分別・リサイクル

の重要性を説明（授業）した。 

③ 上記の説明（授業）と並行して、宇部市が実施している 9種類の分別方法を表

示した箱と表示板及びゴミの名前が書かれたゴミ名称札を配備した。 

（説明終了後、トイレ休憩、水分補給、小休止にて ５分間休憩タイムとした。） 

④ パワーポイントによるごみ分別の学習の後、赤青２チ－ムに分かれた上で、 

床上に裏返しに置かれたごみ名称札（例えば蛍光灯）を分別箱の中に正しく分

類して入れるチーム競争のゲ－ムを行った。 

⑤ ３５枚のゴミの名前が書かれたカ－ドが

正しく分別されたか復習を兼ねて答え

合わせを行いもう一度学習した。 

⑥ 先生を通じて、正答表を全員に配布

し、帰宅後に家庭で再度学習するよう

に依頼した。  

 ☆今回の正解数及び正解率  

     赤チ－ム   20／35＝57.1%    

     青チーム   23／35＝65.7％ 

      平均   ＝61.4％            

 

  備   考 

  感想・反省 

 

① 先方との連絡不備により実施日が 8/4→8/3 となった為、当初予定されていたふれあ

いセンタ－の広い部屋が確保出来ず、比較的狭い学童保育室での講座となった。 

② クラスは比較的良くまとまっており、全体的に興味を持って講座を聞いて貰えた。 

③ 質問コーナーでは幾人もの手が上り、『「ボタン電池はどこに捨てる？』、『角の電池は

何処に捨てる？』、『いらなくなったスマホはどうすれ良い？』などの質問が出て、 

授業終了後も、近寄って来て幾つか質問を受けた。 

 

 

UNCCAによるゴミ処理の説明 

ごみ分別ゲーム風景 


